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肝 実 質 内 に 多 房 性 裏 胞 を 形成 し た 肝 果 症 の 一 例 , 
その 寄生 忠 学 的 ・ 免 疫学 的 検討 
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Abstract: A case of human fascioliasis with special reference to immunological diagnosis 
^ Was reported, This is the 31th case report of human fascioliasis in Japan. The patient 
: was a 4l-year-old woman who has been living in the Goto Islands of Nagasaki Prefecture 

and has never been abroad. She has engaged in agriculture and in. breeding of cows till 
the time of admission to a hospital, She has had the swelling of liver, and C.T. scan of - 

the liver revealed multiple apace occupying lesion, She was diagnosed to be the bile 
duct carcinoma at the time of admission, but she showed a high degree of eosinophilia 

(66% to 51%), so she was also suspected to be suffered. from the parasitological disease, 

No worm egg was found in the stool of the patient, but Ouchterlony's double diffusion 

test showed the patient to be fascioliasis. Namely, cross reactions were observed among 

wide range of helminth antigens in the double diffusion test, but these reactions were 
eliminated by the absorption of patient serum with C-substance, and the patient serum 
showed a sharp and strong precipitine line only against the Fasciola hepatica antigen. 

Eggs of F. hepatica (118 to 128pm x 65 to 801m) were also found in the bile of the pa- 

tient, The patient was given bithionol 2.000mg per day on alternate days for 20 days 

and this treatment was treated 3 times. After treatments, eosinophilia disappeared grad- 


ually and many cysts in the liver became smaller, but the largest cyst never changed. 
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ヒト 肝 蜂 症 は , フラ ンス を は じ め 世 界 中 に 広く 分 
布 し , 今日 まで 1,400 例 を 超え る 報告 が ある と 推定 
され る が , 我が国 で は 極め て 少な く , これ まで 30 例 
の 報告 か ある に すぎ な い , これ は , ヒト 肝 星 症 の 疫 
学 が 欧米 の それ と 異な っ て いる 点 の 他 に , ABI 


疾 思 と し て の 重要 性 が 日 本 の 医師 の 間 で 認識 され て 


KOT, 診断 法 に つい て も ゃ 問題 点 が 多い こと な ど に 
起因 し て いる と 思わ れる . 

我々 は , 肝 実 質 内 に 多 房 性 糞 胞 を 形成 し , 胆管 冶 
を 疑わ れ た 長崎 県 列島 在住 の 41 才 の 婦人 が 肝 蜂 症 で 
ある こと を , 免疫 学 的 お よび 寄生 虫 学 的 方 法 に より 
診断 し た . 本 論文 で は , 本 症例 の 報告 と 共に , ヒト 
肝 蜂 症 の 診断 に つい て , その 問題 点 を 検討 し た い . 
な お , 本 症 に つい て の 詳細 な 症例 報告 と その 手術 適 
応 の 問題 に つい て は , 著者 ら (井上 ら , 印刷 中 ) が 
別に 報告 する . 
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患者 SALT, 農業 ・ 牧 者 に 従事 する 主婦 

家族 歴 : 特記 すべ き 事 な し 

既往 歴 : 特記 すべ き 事 な し 

生活 歴 : 長崎 県 五島 生れ , その 後 現在 まで 他 の 土 
に 定住 し た こと は な い . 農業 を 営ん で いる が 幼少 
より 入院 時 まで 主として 和牛 の 飼育 に 従事 し て いた . 
海外 旅行 の 経験 は な い - 

主訴 : 発熱 ・ 悪 寒 


現 病歴 : 昭和 59 年 1 月 頃 よ り 40 度 を 越え る 高熱 と 


悪寒 が あり , 近 医 を 訪 ず れ , 楽 物 投写 に より , いっ 
こん 下 熱 し た が , 2 月 に は 再び 発熱 し , 左 季 助 部 痛 
も 伴っ て きた . 3 AMPE TOn SPRA 


Fig. 1. C. T. scan of the liver revealed 
| multiple space occupying lesion. 


入院 し た 。 諸 種 検査 の 結果 , PTOCGEBBRASWEZ REV, 
手術 の 目的 で 長崎 大 学 医学 部 付属 病院 第 2 外科 に 転 
BEL, 4 月 19 日 入院 し た . な お , と の 時 点 で 好 酸 球 
は 66 と 高値 を 志 し た . 

入院 時 所 見 : 身長 145cm. 体重 43kg. 栄養 良 
Kf. Bins HERL. 腹部 触診 に て , 剣 状 突起 より 
4 横 指 , 弾性 硬 ・ 平 面 平滑 の 腫 大 し た 肝臓 を 触 知 し 
T. 圧痛 , 筋 性 防御 共に な し . 他 の 理学 的 所 見 も 異 
淀 な か っ た . | | 

入院 時 検査 所 見 : 血液 所 見 で は 赤血球 364X105 
白血球 7,.400 で あり , 白血球 分 類 で 好 酸 球 が 51 多 と 
高値 を 示し た . 生化 学 的 検査 で は , CRP が 強 陽 性 
に な り , ALP, LAP, y-GTP, 7- グ ロブ リン が 軽 
度 上 昇 し て いた . BENRA, FCT スキ ャ ン に 
より 肝 内 に 異常 を 認め た . すなわち , 肝 CT スキ 
ャ ン で は , 肝 左 葉 の 外側 に 不 整 形 , 濃淡 不 均 一 の 多 
Frar AT AEE abk (Fig. 1. 血管 造 
影 で は 肝 の 悪性 腫瘍 を 思わ せる 所 見 は 得 ら れ な か っ 
oe 

その 後 の 経過 と 検査 所 見 の 変化 : 思 者 は 初診 時 ょ 
り 著 し い 好 酸 球 増 多 を 示し 続け た の で , TERRE 
を 考え , 数 回 糞便 検査 を 行っ た が , 寄生 虫 卵 の 検出 
を 見 な か っ た . し か し , 免疫 血清 学 的 検査 に た より 肝 
峠 症 が 強く 疑わ れ た の で , メル ツァ リオ ン 法 に より 
胆汁 を 採取 し , 検査 し た と ころ 肝 星 卵 を 多数 検出 し 
fe. た だ ち に , ビ チ オ ノー ル 2000mg/day を 隔 日 に 
10 回 投与 し , これ を 計 3 クー ル 繰 り 返 し た . BR 
の 変化 は , Table 1 に 示す よう に , 430% A> 50 
の 高値 を 示し 続け た が , ビ チ オ ノー ル 投 与 後 急激 
に 減少 し た . 一 度 退 院 し 再 入院 し た 9 月 17 日 に は 9 
に まで 低下 し た . 再 入院 時 の 胆汁 検査 で は 肝 星 卵 
は 検出 で き な か っ た . また , 肝臓 の 裏 胞 の 変化 を 
CT スキ ャ ン で 観察 する と , $40 v 4- 
ッ ー ル 投与 後 , 著しく 縮 少し た . し か し , 最も 大 き 
必 囊 胞 储 ， 5 ヶ月 経過 し た 現在 で も 縮 少 傾向 を 示さ 
な か っ た . 


寄生 虫 学 的 お よび 免疫 学 前 検査 


糞便 内 寄生 虫 卵 検査 : 直接 塗 抹 法 お よび MGL 集 
J, AMS H 法 な ど で 数 回 , 糞便 を 検査 し た 
D, BRIM < AM ied ok. 

胆汁 か ら の 肝 星 卵 検査 : メシ ツァ リオ ン 法 に より 
採取 し た 胆汁 を 直接 鏡 検 し た と ころ , Fig. 20 X 


Table 1. Changes in the number of peripheral blood cells of the patient 


Date of 


P rine en Apr. May Aug. Sept. 
Name of cell 20 23 1 7 18 31 17 
RBC (x10*5/mm?) 364 377 347 396 372 367 388 
WBC (x 102/mm?) 74 104 71 67 66 28 43 
Baso (%) l 0 3 0 0 1 
Eosino . (%) 51 58 47 30 49 12 
N-Band . (£5) 1 2 0 1 0 6 
N-Seg (25) 27 18 23 41 27 43 49 
Lympho (25) | | 18 20 25 28 22 34 37 
Mono (25) 2 2 2 0 2 4 1 


5 TAPED BAS 多数 検出 され た . 大 き さ は 長径 118 
gm か ら 128gm, £iff65um か ら 80gm DRITA 
ok. 一 方 , BRED 58D WIIEEOusu su 
168pm か ら 170gm, 短 径 95um か ら 100gm T, Æ 
者 の 胆汁 か ら 得 られ た 上 虫 卵 に 比べ , 均一 で は る か に 
大 きか っ た . | | 

寒天 ゲル 内 沈 隆 反 応 (Ouchterony 法 ) : 患者 血 
iB (4 月 21 日 採取 分 ) を 用 いて , 以下 に 述べ る 種々 
の 寄生 躍 抗原 と の 間 で 寒天 ゲル 内 沈降 反応 を 施行 し 
た . 方 法 は 前 回 の 報告 GRAS, 1982) と 同様 で あ 
る . 使用 抗原 は , 宮崎 肺 吸虫 (P. mj, ウエ ステ 
ルマン 肺 吸 虫 (P. w.), 肝 CF. h.), PRR 
(C. s.), RER CT. c.), RARE CD. i.), K 
EE (A. s.), Fade AR (An .), XAR 
(E. g.), 多 包 虫 CE. m.), AMARA CD. 1.5, 


Fig. 2. Egg of Fasciola sp. found in the bile 
of the patient, | 
The egg seemed to belong to Fasciola 
hepatica from the size of eggs (118— 
128 x 65—80pm). 
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赤痢 アメ ー バ E. h.) の 13 種 で あっ た . これ ら の 
SERRE BB CK. T.) と を 用 いて , 寒天 
ゲル 内 沈 隆 反応 を 行っ た . 結果 を Fig. 3 と Fig. 4 
に 示す . Fig. 3 に 示す よう に , 患者 血清 は 赤痢 ア 
メー バ 抗 原 と マン ソン 裂 頭 条 昌 の プレ ロ セ ルコ イド 
抗原 に 対し て 沈降 線 を 全く 形成 し な か っ た が , 上 記 
2 種 以外 の 抗原 に 対し て は すべ て 沈降 線 を 形成 し , 
と くに 肝 峰 抗原 に 対 し て 著 明 な 沈降 線 を 形成 し た 
(Fig. D. この 段階 で , アメ ー バ 赤痢 症 や マン フ メ 
ン 孤 虫 症 は 否定 され , 患者 が 肝 蜂 症 で ある 可能 性 が 
強く 示唆 され た . 

すでに 述べ た よう に , COBB CRP 強 陽 性 で 
boi. この CRP と 反応 する C 物 質 は , 多く の 寄 
生 虫 抗原 に 含有 され て いる こと が 知ら れ て お お り 
(Geyer, 1967), し た が っ て 11 種 の 抗原 に み ら れ だ た 
沈降 線 は , CRP 陽性 の た め の 非 特典 的 な 沈降 線 と 
考え られ た . そこ で , RARR CHATA DL 


OBL, RRO Me AY CHE, 寒天 ゲル 内 


沈降 反応 を 行っ た . 抗原 は 豚 回 虫 を 除く 12 種 が 使用 
され た . 寒天 板 を 洗浄 , 乾燥 後 ア ミド ブラ ッ ク 10B 
液 で 染色 し , 沈降 線 を 観察 する と , Fig. 50 よう 
に 患者 血清 は 肝 峰 抗原 に の み 反 応 し , 他 の 11 種 の 抗 
原 に は 全く 沈降 線 を 形成 し な か っ た . 次 に , 既知 の 
肝 师 患者 2 名 办 血清 (S.S: RIDH S rE 
ERARE S. N.: 虫 卵 が 検出 され な か っ た 膨 
EERE) AOT, 本 患者 血清 て KK.T. う が 
FEHR Œ. bh.) と の 間 で 形成 し た 沈降 線 が , BE 
知 の 患者 血清 と の それ に 融合 する か 否 か に つい て 検 
討 し た . 結果 は , Fig. 6 に 示す よう に , 患者 血清 
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Fig. 3. Ouchterlony’s double diffusion test of the patient serum against various 
kinds of parasite antigens, The patient serum showed no response against 
E. histolytica antigen and D, erinacei (S. erinacei) plerocercoid antigen. 


- K. T. : Serum of the patient 
P. m. : Paragonimus miyazakii antigen 
D. i. : Dirofilaria immitis antigen 
T. c. : Toxocara canis antigen 
C. s. : Clonorchis sinensis antigen 
A. s. : Ascaris suum antigen 
D. I. : Diphyllobothrium latum antigen 
Ani, : Anisakis antigen 


Fig. 4. .Ouchterlony's double diffusion test of the patient serum against various kinds 
of parasite antigens, The patient serum responded almost all parasite antigens. 


の 肝 星 抗原 に 対し て 形成 し た 沈降 線 は , 既知 の 2 名 


の 肝 蜂 症 患 者 に 見 られ る 洗 降 線 と 完全 に 融合 し , $8 


疫 血 清 学 的 に 本 患者 が 肝 星 症 で ある こと が 診断 され 
d. 

補 体 結合 反応 (CF 反応 ) : 楽 物 治療 の 治癒 判定 
に は , 補 体 結合 反応 が 有用 で ある と され て いる ・ R 
々 は, Yokogawa et al, (1962) に 準じ て , 509618 
血 法 に よる 補 体 結合 反応 を , 経時 的 に 採取 し た 患者 


血清 之 肝 量 成 号 由 来 D VBS 抗原 〈 和 蛋 外 质量 120pg/ 
ml) と の 間 で 行っ た . 4 月 21 日 採取 血清 で は , 1: 
160 以 上 の 強 陽 性 を 示し た が , 治療 開始 後 徐々 に 抗 
体 価 は 減少 し は じ め , 6 HMA E : 144.3, 7 月 
26 日 に は 1 : 123.3。12 月 20 日 に は 1 : 96.1 x TH 
少し た . な お, BARE BSS (S. S.) の à 
療 後 の CF 反応 の 抗体 価 は 1 : 145 で あっ た . 

感染 源 調 査 : 患者 は , セリ ・ タ ガラ シン な ど 有 川辺 の 


K. T. a : The patient serum absorbed with anti-CRP 


Fig. 5. Ouchterlony's double diffusion test of the patient serum absorbed with C 
substance against various kinds of parasite antigens, The patient serum 
responded against only the F. hepatica antigen. 


nw AW 
Pos 


: Fasciola hepatica antigen 

: Patient serum of this case | 
The serum of the patient infected with F, hepatica and having eggs. 
The serum of the patient infected with F. hepatica but having no egg. 


Fig. 6. Ouchterlony’s double diffusion test of the F. hepatica antigen against the patient 
sera from three patients infected with F. hepatica, The precipitine line of the . 
patient serum (K. T.) fused completely into the lines from the two known cases 


of F, hepatica (S. S, and S. N.) 
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水草 を 食べ た こと は な い . 和牛 の 肝臓 な ど 家 畜 の 肝臓 
を 生食 し た こと ともない. た だ , BHORCI, 人 や 
牛 の 糞便 を 現在 まで 肥料 と し て 使っ て お り , 自分 た 
ちの 食料 に する 芯 菜 に も これ ら を 肛 料 と し て 使用 し 
て いた . な お , 患者 の 家族 に は 患者 と 同様 の 症状 を 
も つ 人 は 居 な か っ た . 

従来 , 日 本 で は ヒト の 肝 峰 症 は 極め て 稀 と され て 
いた . 確か に , 日 本 の ヒト 肝 星 症 の 疫学 は 欧米 の そ 
れ と 異な る の で , 欧米 の よう に 数 百名 単位 の 大 発生 
が 起こ る 事態 は な いと 思わ れる が , 酷 農地 帯 で 発生 
する 上 腹部 痛 を 主訴 と する 疾患 の 中 に , か な り 本 症 
が 存在 し , 見 逃がさ れ て いた と 思わ れる . これ ま 
OCC, 我が国 で 報告 され た ヒト 肝 稀 症 は , ほとん ど 長 
野 県 お よび 山梨 県 に 集中 し て いる . 大 島 (1972) 
は , その 理由 を 詳し く 追 求 し て いる が , 要する に , 
MR: bMELRBEEL ET SRCH), 家畜 
ARETED RAO BV HCHO, ヒト 症例 も 偶然 に 
発見 され る 可能 性 が 高かっ た と いう と と が 言え る よ 
うら で ある . 酷 農 と 有 間 農 業 が 盛ん な 他 の 県 で も , 長 
野 や 山梨 と 同 程度 の 発生 は 見 られ る の で は な いか , 
こと に 免疫 学 的 手段 に よる 集団 検診 と , 農村 の 健康 
管理 に あたる 医家 の 関心 を 高め る こと に より , 今後 
か な り の 人 体 例 が 各地 で 見 出さ れる で あろ うと 大 島 
(1972) は 述べ て いる . 


考 察 


欧米 に お ける と ヒト 肝 蜂 症 の 感染 源 の ほとん ど が , 
肝 星 感染 生ま た は 壮 の 放牧 地 に , EPEXIGAUS 
れ た water cress (オラ ンダ ガラ ン シ ) の 生食 に よる 
も の で ある . 一 方 , 日 本 に お ける 家畜 の 肝 蜂 症 の 流 
行 形態 は , 水田 耕作 と 関連 し た も の で あり , 水辺 の 
植物 を 家畜 に 緑 餌 と し て 与え た た め に 感染 し た も の 
は 少な いと 考え られ る . し た が っ て , 日 本 に お ける 
人 体感 染 も 稲刈り 労働 の 際 に 起こ る の が 主 で あろ う 
LAE (1972) は 推察 し て いる . すなわち , 畜舎 の 


排 浴 物 を 堆肥 と し て , ヒメ モノ アラ ガイ の いる 水田 
RATAL, メタ セル カリ ア は 発育 し て 稲 の 茎 の © 


根元 20cm の と ころ に 付着 する . ヒト が ここ を 握る 
と , 手指 に 容易 に メタ セル カリ ア が 付着 し , その 手 
で 飲食 物 を 取る 時 感染 する と 考え られ る . 一 方 , 吉 
田 ら (1962) は , 肝 峰 症 が 都市 に も か な り 見 られ , 

生 の 肝臓 や 消化 管 を 生食 し た 後に 発症 する 例 が ある 
こと か ら , 和牛 の 消化 管 や 肝臓 に 脱 論 後 問 も な い 幼 虫 


が 存在 し , と ヒト が これ を 生食 し た 時 , その 幼虫 が 再 
び ヒ ト に 移行 し て 感染 する の で は な いか と いう 説 を 
出し て いる . "E 

本 症例 の 場合 , HiokOZXdexdq os mg & 
LT, 自分 達 の 食料 と する 覧 菜 に 現在 まで 使用 し て 
いた と いう. また , 和牛 の 人 堆肥 を 田畑 に 投入 する 習慣 
il, 五島 で は 一 般 的 に 行わ れ て いる . 一 方 , 患者 
は , 生 の 肝臓 な ど を 生食 し た こと は 一 度 も な いと 述 
べ て いる . 本 症例 の 場合 , 我々 は , FEO RARER 
が これ ら の うち どれ に 起因 する か と いう こと を 明 ら 


か に する こと が で き な か っ た . 五島 地域 に お いて , 


さら に 詳し い 調 査 と 住民 の 集団 検診 を 行う こと に よ 
っ て , 新た な 肝 蜂 症 の 発現 と その 感染 経路 を 明確 に 
する こと が 出来 る も の と 考え られる. 

肝 蜂 の 種 に つい て は 問題 点 が 多く , まだ 一 定 の 結 
論 が 得 ら れ て いな い . 现在， MEE (genus Fas- 
ciola) に は 9 種 知 られ て いる が , 重要 な 種 は その う 
bE (Fasciola hepatica) KEKE (F. gi~ 


 gantica) CHS. この 両者 の 違い は , BORLA 


の 大 き さ で , 後者 の 方 が 大 きい と いう だ け の 違い で 
ある . 吉田 (1982) は , 我が国 に 分 布 す る の は F. 
gigantica と し て いる が , 世界 た に 分布 する 肝 蜂 を 観 
察する と , ヨー ロッ パ が 最も 小型 で , 次 いで オー ス 
トラ リア の 肝 崇 と 次 第 に 大 きく な り , アメ リカ が 多 


_ 少 大 きく な っ て , 日 本 を 含め た アジ ア の 肝 蜂 が 最も 
大 きい と いう よう に 大 き さ の 順次 作 が 見 られ る . X 


た , RABE CAA b HLH S714 AO HPEIND Ft 
測 値 を みる と , 5 ARIE, 7 例 が 巨大 肝 蜂 の 範囲 
(AD, 2 例 は 中 間 値 で あっ た . 本 症例 の 場合 , B 
卵 を 計測 する と 比較 的 小さ い 卵 で あり , FEO SUE 
に 属し て いた . XE (1972) は , 日 本 に お ける ヒト 
寄生 肝 帳 の 種別 は F. hepatica と F. gigantica と 
に 分 断 さ れる べき で は な く , 家畜 の 場合 と 同様, 結 
論 を し ば らく 保留 すべ きだ と し て いる . 
我が国 に お いて , ヒト 肝 峰 症 の 報告 が 少な い 理 由 
の 一 つ に , 診断 上 の 間 題 点 が 多い こと が あげ られ て 
いる . ヒト 肝 峰 症 の 最も 確実 な 診断 は , 本 症例 の よ 
2 に 12 指 腸 バ ノン デ に よる 胆汁 中 の 虫 卵 の 検出 で あ 
る . 糞便 中 の 虫 卵 の 検出 も 次 いで 重要 で ある が , = 
の 場合 は 検出 法 と し て 中 性 洗剤 お よび 俳 イ オン 性 界 
面 活性 剤 を 使用 し な いと うま く 行 か た いと いら と こと 
を 知ら な けれ ば な ら た な たい. 大 島 ら (1958) は , 従来 
用 いら れ て きた ホル マリ ン ・ エ ー テ ル 法 や 希 塩酸 = 


ー テ ル 法 は , 糞便 中 の 躍 卵 が 遠心 沈 溶 に 回 収 さ れる 
率 が , それ ぞ れ 5.3 と 8.6 刀 に すぎ ず , これ ら の 方 
法 は 肝 星 診断 に は 不適 で ある こと を 指摘 し て いる . 
我々 は , 肝 星 の 診断 法 と し て 本 症例 の 場合 の よう 
に , 寒天 ゲル 内 洗 隆 反応 が 有効 だ と 考え て いる : € 
hit, 同一 血清 に つい て 一 度 に 多数 の 寄生 虫 抗原 で 


検査 で きる と いら うこ と, その 結果 , 種々 の 寄生 虫 症 . 


を 鐵 列 診断 で きる か ら で あ る . 原因 不明 の 疾患 で , 
好 酸 球 値 が 高い 状態 の まま で 症状 が 移行 する 時 に 
は , 寄生 虫 疾 患 を 念頭 に 入れ , 本 法 を まず 行う べき 
CHAS. 荒木 (1983) th, 最近 の 4 年 間 に 扱っ た 
450 例 の 症例 の うち , 主として 寒天 ゲル 内 沈降 反応 
で 77 例 17.1%) に 10 種 類 の 寄生 虫 症 を 診断 し て い 
る . し か し , 肝 星 症 の 免疫 診断 を 行う 際 に は , FEE 
抽出 物 の な か に , C 物 質 と し て 知ら れる 肺炎 交 球 菌 
甘 膜 多糖 体 が 存在 し て いる と と に 留意 し な けれ ば な 
ら な い . と これ は , 茨 症 あ る い は 組織 崩壊 の 際 , 血清 
中 に 現われ る , いわ ゆる CRP と 反応 する 物質 で あ 
る (Geyer, 1967). また , FP RAR, 宿 
主 の 肝臓 と 共通 する 抗原 も 有 し , 肝 疾 患 の 自己 免疫 
の 過程 が 関 合 す れ ば , 当然 血清 抗体 と 反応 する よ 5 
に な る (Capron, 1971). し た が っ て , PFERD $ü 
疫 診 断 を 行う 場合 に は , この よう ら な 抗原 物質 の 存在 
を 考慮 に 入れ な が ら , 慎重 に 施行 すべ き で あろ う . 


1981 年 以来 今日 まで 我が国 で 報告 され た 肝 星 症 は | 


T 


4 例 で ある . と れ ら すべ て の 症例 が , 肝臓 内 寄生 例 


(加藤 ほか , 1981, 柏谷 ほか , 1982, 金沢 ほか , 
1984) CHO, いずれ も 肝臓 の CT スキ ャ ン だ よ 


b, multiple space occupying lesion 像 を 示し た 


も の で ある 点 , 注目 され る . 今後 , 肝臓 に CT A 


キャ ン や や 超 音波 に て , この よう な 暴 常 像 を 認め , E 


酸 球 増 多 を 示す 症例 に 関し て は , 肝 幅 症 の 可能 性 も 
十分 考慮 に 入れ , 慎重 に 診断 すべ き で あろ うら. 


ita E 
AkSE315EBUH O € + 肝 駿 症 に つい て , と くに 寄生 
虫 学 的 お よび 免疫 学 的 診断 法 を 中 心 に 報告 し た . 8B 


者 は 41 才 の 長崎 県 丈 島 に 在住 する 主婦 で , 農業 に 従 


SL, 和牛 の 飼育 を 主 な 仕事 と し て いた . 患者 に は 肝 
腫 大 が あり , 肝 の CT スキ ャ ン や 超 音 波 診 断 に て 
FERRA CS PERRO PRERA bhie. は じ め 胆 
TEDRE, 好 酸 球 が 高値 を 示し 続け た の 
C, 寄生 虫 疾 患 を 考え , 免疫 学 的 検査 を 行っ た と こ 
ろ 肝 星 症 と 診断 され た . 胆汁 中 か ら も 肝 上 帳 卵 が 検出 
され た . ビ チ オ ノー ル 2000mg/day を 隔 日 に 10 回 接 
JL, これ を 計 3 クー ル 繰 り 返 し た . その 結果 , EP 
酸 球 は 減少 し , 多く の 誰 胞 が 著しく 縮 少 し た が , € 
大 の 誰 胞 の み は ほ と ん ど 不 変 で あっ た . 我が国 の と 
ト 肝 幅 症 の 疫学 や 免疫 診断 法 の 問題 点 に つい て も 論 
議 し た . 
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